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黒
板
、
チ
ョ
ー
ク
、
子
供
の
机
に
は
教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
筆
箱
。
机
の
向
き
は
一
方

向
。
そ
ん
な
教
室
の
姿
が
一
気
に
変
わ
り
そ
う
だ
。
文
部
科
学
省
の
「
新
し
い
時
代
の

学
校
施
設
検
討
部
会
」
は
2
月
11
日
、
第
1
回
会
合
で
、「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』

の
構
築
を
目
指
し
て
〜
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び

と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
〜（
答
申
）」
を
実
現
す
る
学
校
環
境
施
設
に
つ
い
て
、
総

合
的
に
検
討
。
一
斉
授
業
を
想
定
し
た
教
室
環
境
を
一
新
す
る
。
新
時
代
の
学
び
に
適

し
た
学
校
整
備
モ
デ
ル
を
示
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
推
進
方
策
を
提
言
。
7
月
ま
で

に
概
要
を
取
り
ま
と
め
て
次
年
度
の
予
算
要
求
に
つ
な
げ
る
と
共
に
、
2
0
2
2
年
3

月
に
は
最
終
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、
学
校
施
設
整
備
指
針
の
改
訂
等
に
反
映
す
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
る
1
人
1
台
Ｐ
Ｃ
環
境

で
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働

的
な
学
び
を
実
現
す
る
新
し

い
時
代
の
学
校
施
設
の
在
り

方
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

検
討
事
項
は
多
岐
に
わ
た

る
。1

人
1
台
Ｐ
Ｃ
と
ク
ラ
ウ

ド
活
用
を
前
提
と
し
た
個
別

最
適
な
学
び
や
協
働
的
な
学

び
へ
の
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
き
っ
か

け
に
広
が
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学

び
を
円
滑
に
行
え
る
こ
と
、

個
別
学
習
ス
ペ
ー
ス
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
等
多
様

な
児
童
生
徒
に
対
応
す
る
た

め
の
学
習
空
間
、
人
口
減
を

踏
ま
え
た
地
域
拠
点
、
健
や

か
な
心
と
体
を
育
む
空
調
施

設
や
ト
イ
レ
改
修
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
教
員
の
作
業
空

間
の
確
保
、
既
存
施
設
の
長

寿
命
化
改
修
に
合
わ
せ
た
機

能
改
善
、
防
災
・
減
災
対

応
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
な
ど
だ
。
検
討
会

議
で
は
現
地
調
査
も
行
い
、

好
事
例
を
収
集
す
る
。

改
修
・
新
築
予
定
の

学
校
を
公
募

こ
れ
に
伴
い
次
年
度
に
委

託
事
業
「
『
新
し
い
時
代
の

学
び
の
環
境
整
備
先
導
的
開

発
事
業
〜
令
和
時
代
の
学
校

施
設
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
と
な

る
施
設
整
備
モ
デ
ル
の
構
築

に
向
け
て
」
も
実
施
。
本
事

業
で
は
学
校
設
置
者
が
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
と
連
携
し
、

学
校
建
築
や
学
校
教
育
の
有

識
者
、
学
校
関
係
者
、
地
域

住
民
、
首
長
部
局
等
を
交
え

た
協
議
会
を
設
置
し
て
基
本

計
画
等
の
策
定
、
計
画
・
設

計
プ
ロ
セ
ス
を
蓄
積
し
て
横

展
開
を
図
る
と
と
も
に
学
校

施
設
環
境
改
善
交
付
金
等
で

の
支
援
等
に
つ
な
げ
る
。

学
び
の
イ
メ
ー
ジ
と
ビ
ジ

ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
も
作
成
。

本
事
業
で
は
4
〜
5
校
を

採
択
予
定
（
う
ち
新
築
2
件

程
度
）
。
2
0
2
3
年
度
以

降
に
新
増
改
築
あ
る
い
は
長

寿
命
化
改
良
事
業
等
の
大
規

模
改
修
を
予
定
し
て
お
り
、

2
0
2
1
年
度
に
基
本
計
画

等
を
策
定
予
定
で
あ
る
学
校

を
想
定
。
本
事
業
の
参
加
検

討
依
頼
に
つ
い
て
は
1
月
29

日
に
文
部
科
学
省
か
ら
学
校

設
置
者
に
通
知
済
。
公
募
開

始
は
3
月
中
。

教
室
イ
メ
ー
ジ
が

大
き
く
変
わ
る
可
能
性

2
0
2
0
年
、
全
校
に
1

人
1
台
Ｐ
Ｃ
が
配
備
さ
れ
、

大
型
提
示
装
置
や
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

の
全
教
室
配
備
も
進
ん
で
お

り
、
教
室
シ
ー
ン
が
確
実
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し

本
検
討
に
よ
り
こ
の
ス
タ
イ

ル
が
さ
ら
に
革
新
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
教
室
の
大
型
提

示
は
2
画
面
、
教
室
に
は
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
子
供
の

状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
学

習
履
歴
と
し
て
分
析
、
机
や

椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
も
配
置
も

バ
ラ
バ
ラ
、
校
内
に
様
々
な

イ
メ
ー
ジ
の
教
室
、
す
べ
て

の
机
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト
、
協

働
ス
ペ
ー
ス
や
個
別
ス
ペ
ー

ス
―
―
そ
ん
な
モ
デ
ル
が
打

ち
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。野

中
陽
一
委
員
（
横
浜
国

立
大
学
）
は
「
2
0
0
6
年

に
イ
メ
ー
ジ
し
た
教
室
イ
メ

ー
ジ
は
、
遠
隔
交
流
・
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
協
働
編

集
・
動
画
視
聴
が
で
き
る
学

習
環
境
で
あ
っ
た
。
今
回

は
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
学

び
を
調
整
し
な
が
ら
学
び
を

深
め
て
い
く
学
習
環
境
の
イ

メ
ー
ジ
と
な
る
」
、
天
笠
茂

委
員
（
千
葉
大
学
）
は
「
異

学
年
や
他
校
な
ど
多
様
な
人

と
協
働
で
き
る
こ
と
、
個
別

最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学

び
が
往
還
で
き
る
こ
と
が
重

要
。
授
業
時
数
の
弾
力
化
が

可
能
に
な
る
制
度
も
考
え
ら

れ
る
」
と
話
し
た
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
公
正
で
質
の
高
い
教
育
」
の
実
現
に
は
、
「
公
正
」
「
質
」

の
意
味
の
共
有
が
必
要
だ
。
国
立
教
育
政
策
研
究
所
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
公
正
で

質
の
高
い
教
育
の
実
現
」
を
テ
ー
マ
に
2
0
2
0
年
度
教
育
改
革
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
討
議
で
堀
田
龍
也
教
授
（
東
北
大
学
大
学
院
）
は
「
学
力
に

対
す
る
大
き
な
方
向
転
換
が
世
界
的
に
起
こ
っ
て
い
る
。
新
し
い
方
向
性
を
知
ら
ず
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

困
難
を
乗
り
越
え
る
学
校

・
社
会
の
在
り
方
を
研
究
テ

ー
マ
と
し
て
い
る
。

「
平
等
」
と
「
公
正
」
は

異
な
る
。
形
式
的
に
皆
同
じ

よ
う
に
分
配
す
る
こ
と
が

「
平
等
」
、
子
供
の
個
人
的

条
件
や
置
か
れ
た
環
境
に
応

じ
て
実
質
的
な
不
正
義
（
選

択
の
余
地
が
な
い
こ
と
）
を

取
り
除
き
、
資
源
分
配
し
て

学
習
権
を
保
障
す
る
こ
と
が

「
公
正
」
。
1
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
は
実
質
的
な
機
会

保
障
に
な
る
。
で
は「
資
源
」

を
ど
う
分
配
す
れ
ば「
公
正
」

か
つ
「
効
果
的
」
で
、
社
会

の
分
断
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
1
人

ひ
と
り
の
困
り
ご
と
、
特
性

に
応
じ
て
個
別
最
適
な
教
材

・
方
法
・
場
所
で
学
べ
る
こ

と
は
「
公
正
」
で
あ
る
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
協

働
的
な
学
び
の
充
実
は
、
教

員
に
と
っ
て
も
業
務
軽
減
・

時
間
軽
減
・
学
習
デ
ー
タ
の

増
大
と
な
り
、
再
分
配
資
源

が
増
加
す
る
。

「
分
断
」
は
、
誰
に
と
っ

て
も
リ
ス
ク
の
あ
る
社
会
。

多
様
性
と
い
い
な
が
ら
弱
者

を
放
置
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
社
会
の
分
断
が
進

む
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
リ
ー

ト
の
無
関
心
を
助
長
す
る
。

そ
こ
で
個
別
最
適
な
学
び

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル

の
子
供
が
分
断
し
な
い
よ
う

な
配
慮
が
必
要
。
子
供
の
学

習
方
法
の
最
適
化
で
は
な

く
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
最
適
化

す
る
」
こ
と
だ
。

教
員
は
、
ケ
ア
す
べ
き
子

供
に
時
間
を
使
い
、
ド
リ
ル

学
習
で
あ
っ
て
も
Ａ
Ｉ
管
理

任
せ
に
せ
ず
に
学
習
意
欲
を

高
め
、
あ
た
た
か
な
関
係
を

育
み
、
子
供
の
つ
な
が
り
を

厚
く
広
く
す
る
こ
と
で
、
ケ

ア
を
分
配
で
き
る
よ
う
に
す

る
。様

々
な
学
習
デ
ー
タ
の
蓄

積
は
、
教
員
が
不
正
義
に
気

付
き
、
分
断
を
防
ぐ
た
め
の

基
礎
的
資
源
に
な
る
。

ケ
ア
す
る
力
の
高
い
子
供

か
ら
、
ケ
ア
力
を
普
及
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
だ
。
ケ
ア

す
る
力
は
、
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
、
歴
史
的
・
社
会
的

な
構
造
か
ら
読
み
解
く
創
造

力
を
鍛
え
る
こ
と
で
育
ま
れ

る
。教

員
の
役
割
は
、
子
供
を

「
ケ
ア
す
る
能
力
を
有
す
る

人
間
」
と
し
て
育
て
る
こ

と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
再

分
配
の
強
化
と
授
業
力
・
指

導
力
・
ケ
ア
力
の
地
道
な
開

拓
、
国
・
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
抵

抗
だ
。

教
育
長
・
学
校
長
は
、
現

実
に
合
わ
せ
て
制
度
を
緩
め

る
働
き
を
促
す
役
割
を
担

う
。
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
や

る
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着

手
し
て
そ
の
後
再
配
分
に
対

応
す
る
。
タ
イ
ピ
ン
グ
能
力

の
違
い
や
部
屋
環
境
等
に
関

す
る
不
正
義
に
は
徹
底
的
に

挑
戦
し
、
地
域
間
格
差
を
是

正
し
て
も
ら
い
た
い
。

人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が

あ
り
、
そ
れ
を
格
差
に
し
な

い
こ
と
、
希
望
を
見
出
せ
る

違
い
と
す
る
こ
と
が
重
要
。

1
人
で
は
弱
く
、
互
い
に
助

け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。

「
学
び
を
止
め
ず
、救
え
る

子
か
ら
救
う
」こ
と
は「
学
び

の
保
障
」で
あ
る
。そ
の
う
え

で
、違
い
が
生
じ
た
場
合
に

対
応
、学
び
の
質
を
保
障
し

て
い
く
の
が「
公
正
」だ
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
教
育
的
価

値
を
高
め
る
た
め
に
は
、
本

物
の
世
界
や
研
究
や
活
動
の

よ
う
に
、
よ
り
複
合
的
で
、

割
り
切
れ
な
さ
や
ノ
イ
ズ
を

含
ん
だ
学
習
や
活
動
に
ア
ク

セ
ス
す
る
機
会
を
拡
大
す
る

方
向
性
で
実
装
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。

学
校
の
学
び
で
は
「
ノ
イ

ズ
」
を
削
り
が
ち
。
だ
か
ら

現
実
社
会
が
見
え
に
く
く
な

る
。
Ｐ
Ｃ
が
学
習
を
方
向
付

け
る
「
Ａ
Ｉ
先
生
」
よ
り

も
、
子
供
た
ち
が
Ｐ
Ｃ
で
学

び
合
う
、
も
し
く
は
子
供
と

Ｐ
Ｃ
が
学
び
合
う
よ
う
な
、

よ
り
人
間
的
で
主
体
的
な
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き

合
い
方
が
重
要
だ
。

学
習
者
が
日
常
的
な
学
び

で
活
用
す
る
各
端
末
の
先
の

膨
大
な
デ
ー
タ
や
つ
な
が
り

は
、
デ
ジ
タ
ル
市
民
＝
ア
カ

ウ
ン
ト
を
も
っ
て
自
分
の
デ

ー
タ
を
管
理
す
る
主
体
と
な

る
第
一
歩
に
な
る
。

1
人
1
台
Ｐ
Ｃ
に
よ
り

「
一
対
一
の
机
間
指
導
の
強

化
」
「
学
び
の
孤
立
化
」

「
協
働
化
の
促
進
」
が
起
こ

り
得
る
。
一
対
一
の
手
厚
い

個
人
指
導
を
理
想
化
す
る
こ

と
は
危
う
い
。
前
者
2
つ
で

は
な
く
、
協
働
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
個
人
作
業
の
協
働
化

の
促
進
が
求
め
ら
れ
る
。

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
は
低
学
力
の

子
供
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
に
火

を
つ
け
、
学
習
量
の
増
加
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど

「
学
び
」
の
動
機
付
け
に
な

ら
な
い
か
ら
だ
。

探
究
的
な
学
び
を
支
援
す

る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
「
点
」
を
つ
な

ぎ
、
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て
い

く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
生
徒
の
学
び
の
広
が

り
を
促
す
コ
ー
チ
ン
グ
が
必

要
。
リ
ア
ル
な
問
題
と
格
闘

し
て
い
る
当
事
者
と
の
協
働

関
係
が
学
校
の
価
値
を
高
め

る
。

日
本
人
は
、
「
協
働
」
は

で
き
る
が
「
対
話
」
が
苦
手

だ
。
対
話
は
、
相
手
を
自
分

と
異
質
な
存
在
で
あ
る
と
い

う
多
様
性
を
理
解
し
な
い
と

成
立
し
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
今
後

の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討

会
議
が
2
月
22
日
、
開
催
さ

れ
、
中
間
ま
と
め
（
案
）
と

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
効
果
的
な
活
用
の
在
り
方

等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
改
訂
案
）
（
以
下
、
改
訂

案
）
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

改
訂
案
で
は
、
学
習
者
用
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
掲
載
補
償
金

制
度
（
著
作
権
法
第
33
条
の

2
）
や
授
業
目
的
公
衆
送
信

補
償
金
制
度
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
い
記
述
と
な
る
よ
う

に
し
た
。
学
習
者
用
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
公
衆
送
信
に
つ

い
て
学
校
設
置
者
は
学
習
者

用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
掲
載
補

償
金
の
支
払
い
及
び
授
業
目

的
公
衆
送
信
補
償
金
（
著
作

権
法
第
35
条
）
の
支
払
い
は

不
要
。
な
お
次
の
場
合
、
学

習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
掲

載
補
償
金
制
度
は
適
用
さ
れ

な
い
が
、
授
業
目
的
公
衆
送

信
補
償
金
制
度
等
が
適
用
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
得
る
。
▼

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

に
掲
載
さ
れ
た
一
部
の
作
品

や
写
真
等
を
抜
粋
し
て
別
途

教
材
を
作
成
し
、
そ
の
教
材

を
学
習
者
に
向
け
て
配
信

▼
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
と
一
体
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
、
指
導

者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教

材
）
、
紙
の
教
科
書
を
ス
キ

ャ
ン
し
た
電
子
媒
体
を
授
業

目
的
で
公
衆
送
信

中
間
ま
と
め（
案
）は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
後
、

ま
と
め
を
公
表
。
さ
ら
に
来

年
度
も
検
討
会
議
を
継
続
。

2
0
2
4
年
度
か
ら
の
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
の
本
格
導
入
に

向
け
、
動
画
や
音
声
等
を
取

り
入
れ
る
た
め
の
検
定
の
在

り
方
、
現
行
の
紙
の
教
科
書

の
よ
う
に
無
償
給
付
と
す
る

か
否
か
、
学
習
指
導
要
領
の

コ
ー
ド
付
与
に
よ
る
連
携
や

児
童
生
徒
ご
と
の
様
々
な
学

習
ツ
ー
ル
の
窓
口
と
な
る
シ

ス
テ
ム
（
学
習
ｅ
ポ
ー
タ

ル
）
等
シ
ス
テ
ム
間
の
共
通

規
格
等
、
次
年
度
の
実
証
事

業
を
踏
ま
え
て
検
討
。
次
回

会
議
は
4
月
26
日
を
予
定
。

学びの「個別化」「個性化」が討議されている。個別
最適な学びで基礎的な力を一定に保ちながらも、そこ
で終わらず、学びの「個性化」を図る――個人の関心
を基に学びを広げ、地域や世界、他者に関心を持ち、
つながることで社会の分断を防ぎ、世界全体の幸せに
つなげるというものだ。「新たな価値の創造」「対立
やジレンマの克服」「責任ある行動」が未来を創る。
「ICTで〇〇大学に何人合格できるのか」「高等学校
は義務教育ではなく保護者次第」という意見を持つ人
は、中教審「『令和の日本型学校教育』の構築を目指
して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適
な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」や「OECD
LearningFramework２０３０」（２０３０年に向けた学習枠
組み）を理解しなければならない

学校情報化認定制度を運用している日本教育工学協会
（JAET）は、認定基準となるチェックリストを更
新。GIGAスクール構想による１人１台 PC 配備に対
応できる項目とした…………………………………２面

１人１台 PC の円滑な活用に向け、６７７自治体がネッ
トワーク増強を予定している。学校から直接、特定の
インターネットやクラウドサービスにアクセスできる
ようにする「ローカルブレイクアウト」を選択する設
置者も増えている……………………………………４面

経済産業省「STEAM Library」が公開された。「OECD
LearningFramework２０３０」を意識し、ICT を活用した
学びの質をの向上を視野に教材を掲載している…４面

２月１７日に名古屋で開催した教育委員会対象セミナー
の講演内容を報告……………………………………６面

「
公
正
で
質
の
高
い
教

育
」
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

を
促
す
要
素
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
。
本
研
究
は
、
国
立

教
育
政
策
研
究
所
「
高
度
情

報
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教

育
革
新
に
関
す
る
研
究
」

（
2
0
1
9
〜
22
年
度
）
の

中
間
報
告
だ
。
調
査
対
象
は

8
0
0
市
区
町
村
教
育
委
員

会
と
所
管
の
小
・
中
学
校
2

5
0
3
校
。
調
査
は
Ｗ
ｅ
ｂ

で
行
っ
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
積
極
的
な
学
校
で
あ

る
最
も
大
き
な
要
因
は
、
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
教
育
委

員
会
の
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ

い
て
の
教
職
員
理
解
、
授
業

準
備
の
ゆ
と
り
な
ど
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
レ
ベ

ル
に
よ
り
、
促
進
要
因
は
異

な
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
低
位
で
は
、

支
援
員
が
い
る
と
進
み
や
す

い
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
高
位
で
は
、

管
理
職
が
新
し
い
授
業
観
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
個
人
情

報
保
護
に
つ
い
て
積
極
的
に

検
討
し
て
い
る
こ
と
な
ど
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
阻
害
要
因

と
し
て
、
校
長
の
平
等
分
配

志
向
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
懸
念

が
あ
る
。

休
校
期
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
実
施
要
因
に
つ
い
て

も
分
析
。
休
校
期
間
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
を
実
施
で
き
た

自
治
体
は
次
の
傾
向
が
あ

る
。
▼
Ｐ
Ｃ
等
の
配
備
、
▼

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
相

当
の
議
論
を
重
ね
て
い
る
、

▼
教
育
長
が
革
新
的
（
問
題

発
見
・
解
決
力
、
批
判
的
思

考
、
創
造
力
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
を
重
視
）、

▼
情
報
教
育
担
当
指
導
主
事

の
配
置

学
校
に
つ
い
て
は
生
徒
指

導
困
難
校
、
大
規
模
校
、
校

長
の
伝
統
的
授
業
重
視
傾
向

が
強
い
学
校
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
み
に
く
い
と

指
摘
。
教
育
委
員
会
の
支
援

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
人
材
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
が
重
要
で
あ
る
と

し
た
。
2
0
2
1
年
度
は
教

職
員
や
児
童
生
徒
の
変
容
等

の
促
進
要
因
に
つ
い
て
調
査

を
行
う
。

美
里
町
立

励
徳
小
学
校

熊
本
県
の
美
里
町
（
吉
永

公
力
教
育
長
）
は
、
1
人
1

台
の
情
報
端
末
環
境
を
整
備

し
、
各
校
で
効
果
的
な
活
用

を
継
続
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
Ｃ

ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
整

備
を
い
ち
早
く
完
了

し
て
、
2
0
2
0
年

9
月
か
ら
各
学
校
の
教
育
活

動
で
活
か
す
取
組
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。

美
里
町
立
励
徳
小
学
校

（
宮
﨑
知
一
校
長
）
は
、
全

児
童
44
人
の
小
規
模
校
だ
。

こ
れ
ま
で
に
も
情
報
端
末
の

有
効
活
用
を
展
開
し
て
き

た
。
今
回
新
た
に
更
新
さ
れ

た
情
報
端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
を
各
教
科
で
の
学
習

に
日
常
的
に
活
用
し
て
い

る
。総

合
的
な
学
習
の
時
間
・

生
活
科
の
時
間
に
、
全
児
童

が
校
区
の
よ
さ
を
再
発
見
す

る
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
に

挑
ん
で
い
る
。
子
供
た
ち
は

各
自
が
情
報
端
末
を
小
脇
に

抱
え
て
地
域
を
歩
き
、
発
見

し
た
地
域
の
よ
さ
を
撮
影
し

て
回
っ
た
。
町
の
フ
ッ
ト
パ

ス
協
会
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
3
時
間
ほ
ど
か
け
て
普

段
目
に
し
な
い
地
域
を
全
員

で
じ
っ
く
り
歩
い
て
回
っ

た
。
そ
し
て
、
学
校
に
戻
っ

て
か
ら
、
発
見
し
た
地
域
の

豊
か
な
自
然
や
地
域
住
民
の

温
か
さ
な
ど
を
友
達
と
対
話

し
な
が
ら
ま
と
め
た
。
こ
の

郷
土
学
習
の
中
で
、
子
供
た

ち
は
「
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
」

を
再
発
見
で
き
た
。

プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

授
業
で
は
、
美
里
町
の
事
業

で
あ
る
「
世
代
間
交
流
事

業
」
と
連
携
し
て
、
地
域
の

お
年
寄
り
と
一
緒
に
外
部
講

師
か
ら
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
、
動
画
配

信
サ
イ
ト
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

を
活
用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
防
止
対
策
で
中
止
し

た
学
習
発
表
会
の
様
子
を
保

護
者
や
地
域
住
民
に
配
信
。

児
童
全
員
が
取
り
組
む
全
校

太
鼓
で
あ
る「
励
徳
太
鼓
」の

様
子
を
映
像
で
限
定
公
開
し

た
。
家
庭
で
児
童
と
保
護
者

が
一
緒
に
視
聴
で
き
、
保
護

者
や
地
域
住
民
に
は
好
評
で

あ
っ
た
。

励
徳
小
学
校
で
の
1
人
1

台
の
情
報
端
末
や
ク
ラ
ウ
ド

の
活
用
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
通
し
て
、
小
規
模
校

の
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に

つ
な
が
る
好
事
例
で
あ
る
。

ウォークラリーで校区の良さを再発見

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革
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「未来を創る力」を育む
「学び」の意味を再検討
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「学び」の意味を再検討
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学
校
施
設
整
備
指
針
も
改
訂

学
校
施
設
整
備
指
針
も
改
訂

鹿
児
島
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

山
本
朋
弘
准
教
授

〈２１〉１人１台の情報端末で地域探検を満喫〈２１〉１人１台の情報端末で地域探検を満喫

１
人
１
台
Ｐ
Ｃ
活
用
に
適
合
し
た
教
室
に

連 載 元気な小小規規模模校校を増やす！

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
今
後
の

在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
議

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
連
携
等
引
き
続
き
討
議

国
立
教
育
政
策
研
究
所

教
育
改
革
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（１） ２０２１年（令和３年）３月１日（月曜日）

「
ノ
イ
ズ
」を
削
ら
な
い
学
び
へ

「
ノ
イ
ズ
」を
削
ら
な
い
学
び
へ

「
平
等
」か
ら「
公
正
」な
学
び
へ

「
平
等
」か
ら「
公
正
」な
学
び
へ

京
都
大
学
大
学
院
石
井
英
真
准
教
授

立
命
館
大
学
柏
木
智
子
教
授

平
等
分
配
志
向
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
阻
害

平
等
分
配
志
向
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
阻
害

愛
媛
大
学
大
学
院
露
口
健
司
教
授
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